
令和５年度
必携無 入札書及び見積書の押印省略について（通知）（R6.2.5付　5契第885号） 入札書及び見積書の押印省略について（通知）（R6.2.5付　5契第885号）

技術職員業務必携改正新旧対照表

改正前 改正後

（追加）



令和５年度
必携無 入札書及び見積書の押印省略について（通知）（R6.2.5付　5契第885号） 入札書及び見積書の押印省略について（通知）（R6.2.5付　5契第885号）

（追加）



令和５年度
必携P45 小規模工事フロー（通常対応の発注） 小規模工事フロー（通常対応の発注）



令和５年度
必携P46 小規模工事フロー（緊急対応の発注） 小規模工事フロー（緊急対応の発注）



令和５年度
必携　無 見積合わせ本人確認フロー 見積合わせ本人確認フロー

（追加）



令和５年度
必携P88 高知市土木請負工事技術管理指針 高知市土木請負工事技術管理指針

（出来形管理） （出来形管理）
第６条　受注者は，出来形を次に掲げる各号の事項に従い管理するとともに，別に定める「出来形管理基準 第６条　受注者は，出来形を次に掲げる各号の事項に従い管理するとともに，別に定める「出来形管理基準
　　　　 及び規格値（高知県基準）」により，測定項目の工種及びその管理内容を実測し，設計値と実測値を 　　　　 及び規格値（高知県基準）」により，測定項目の工種及びその管理内容を実測し，設計値と実測値を
　　　　 対比して記録した出来形管理図表を作成し管理しなければならない。__________________________________________ 　　　　 対比して記録した出来形管理図表を作成し管理しなければならない。ただし，測定数が10点未満の
　　　　 ______________________________________________________________________________________________________________________ 　　　　場合は，出来形管理表のみとし，管理図の作成は省略することができるものとする。

令和５年度
必携P89 高知市土木請負工事技術管理指針 高知市土木請負工事技術管理指針

（品質管理） （品質管理）
第７条　受注者は，別に定める「品質管理基準（高知県基準）」により，管理区分及びその管理内容に応じ管理 第７条　受注者は，別に定める「品質管理基準（高知県基準）」により，管理区分及びその管理内容に応じ管理
　　　　　 しなければならない。 　　　　　 しなければならない。
２　受注者は，使用材料を監督職員の検査確認を受け，品質管理基準に定める試験項目，試験方法及び試験 ２　受注者は，使用材料を監督職員の検査確認を受け，品質管理基準に定める試験項目，試験方法及び試験
　　基準等の測定内容に応じ，試験値及び測定値を工程能力図又は品質管理図表，度数表等により管理を行 　　基準等の測定内容に応じ，試験値及び測定値を工程能力図又は品質管理図表，度数表等により管理を行
　　わなければならない。管理資料は，原則として毎月１回監督職員に提示して，管理状況を打ち合わせるもの 　　わなければならない。管理資料は，原則として毎月１回監督職員に提示して，管理状況を打ち合わせるもの
　　とする。なお，検査において不合格になった材料については，その処理方法等確認できる資料を記録してお 　　とする。なお，検査において不合格になった材料については，その処理方法等確認できる資料を記録してお
　　かなければならない。 　　かなければならない。
３　受注者は，管理内容に応じて，工程能力図又は品質管理図表（ヒストグラム，Ｘ－Ｒ，Ｘ－Ｒｓ－Ｒｍ＿＿＿） ３　受注者は，管理内容に応じて，工程能力図又は品質管理図表（ヒストグラム，Ｘ－Ｒ，Ｘ－Ｒｓ－Ｒｍなど。）
　　等を作成するものとする。________________________________________________________________________________________________________________ 　　等を作成するものとする。ただし，測定数が10点未満の場合は，品質管理表のみとし，管理図の作成
　　_______________________________________________＿＿なお，ヒストグラム等を作成するための「品質管理技法（高知県基準 　　は省略することができるものとする。なお，ヒストグラム等を作成するための「品質管理技法（高知県基準
　　）」を別に定める。 　　）」を別に定める。

令和５年度
必携P187 工事成績評定記入上の注意点 工事成績評定記入上の注意点

②　考査項目「３．出来形及び出来栄え」の（出来形） ②　考査項目「３．出来形及び出来栄え」の（出来形）
＜土木工事＞ ＜土木工事＞
○　出来形の評価については，考査項目別採点表における個別項目評価の出来形管理のバラツキを判定する ○　出来形の評価については，考査項目別採点表における個別項目評価の出来形管理のバラツキを判定する
　 こととなっている。 　　こととなっている。
　　　その際の，評価に必要な留意事項については次のとおりである。 　　　その際の，評価に必要な留意事項については次のとおりである。
　　　　・　出来形の評価は，工事全般を通したものであり，測定項目・測定基準及び規格値にもとづき， 　　　　・　出来形の評価は，工事全般を通したものであり，測定項目・測定基準及び規格値にもとづき，
　　　　　　バラツキの判定結果と下表の５項目についての評価結果を合算して判断する。 　　　　　　バラツキの判定結果と下表の５項目についての評価結果を合算して判断する。
　　　　・　出来形は，設計図書に示された工事目的物の寸法である。 　　　　・　出来形は，設計図書に示された工事目的物の寸法である。
　　　　・　出来形管理は， 　　　　・　出来形管理は，
　　　　　　「出来形管理基準」の測定項目・測定基準及び規格値に基づく形状寸法を確保する管理体系である。 　　　　　　「出来形管理基準」の測定項目・測定基準及び規格値に基づく形状寸法を確保する管理体系である。
　　　　　　したがって，同表により定める測定項目の工種及びその管理内容を実測し，設計値と実測値を対比 　　　　　　したがって，同表により定める測定項目の工種及びその管理内容を実測し，設計値と実測値を対比

して記録した出来形管理図表(出来形図・出来形成果表)により管理する。 して記録した出来形管理図表(出来形図・出来形成果表)により管理する。
_____________________________________________________________________________________________________________________________________ ただし，測定数が10点未満の場合は，出来形管理表のみとし，管理図の作成は省略することが
_________________________ できるものとする。



令和５年度
必携P189～190 工事成績評定記入上の注意点　　(２)　一次評定者が評価する対象項目への入力方法 工事成績評定記入上の注意点　　(２)　一次評定者が評価する対象項目への入力方法

③　考査項目「３．出来形及び出来栄え」の（品質） ③　考査項目「３．出来形及び出来栄え」の（品質）
＜土木工事＞ ＜土木工事＞
○　品質の評価については，考査項目別採点表における個別項目評価の品質管理のバラツキを判定すること ○　品質の評価については，考査項目別採点表における個別項目評価の品質管理のバラツキを判定すること
　 となっている。 　 となっている。
　　 その際の，評価に必要な留意事項については次のとおりである。 　　 その際の，評価に必要な留意事項については次のとおりである。
　　　 ・　品質の評定は，工事全般を通したものである。 　　　 ・　品質の評定は，工事全般を通したものである。
　　 　・　品質は，設計図書に示された工事目的物の規格である。 　　 　・　品質は，設計図書に示された工事目的物の規格である。
　　 　・  品質管理は， 　　 　・  品質管理は，
　　　  　「品質管理基準」の試験項目・試験基準及び規格値に基づくすべての段階における品質確保のための 　　　  　「品質管理基準」の試験項目・試験基準及び規格値に基づくすべての段階における品質確保のための
　　　 　　管理体系である。 　　　 　　管理体系である。
　　　 　  具体的には，同表に定める試験項目，試験方法及び試験基準等の測定内容に応じ，試験値及び測定 　　　 　  具体的には，同表に定める試験項目，試験方法及び試験基準等の測定内容に応じ，試験値及び測定
　　　　 　値を工程能力図又は品質管理図表(ヒストグラム，ⅹ－Ｒ，Ｘ－Ｒｓ－Ｒmなど)，度数表等により管理 　　　　 　値を工程能力図又は品質管理図表(ヒストグラム，ⅹ－Ｒ，Ｘ－Ｒｓ－Ｒmなど)，度数表等により管理
　　　　　 する。 　　　　　 する。

_____________________________________________________________________________________________________________________________________ ただし，測定数が10点未満の場合は，品質管理表のみとし，管理図の作成は省略することがで
_________________________ きるものとする。

令和５年度
必携P205～206 工事成績評定記入上の注意点　　(４)　最終評定者が評価する評価対象項目 工事成績評定記入上の注意点　　(４)　最終評定者が評価する評価対象項目

②　考査項目「３．出来形及び出来栄え」の（出来形） ②　考査項目「３．出来形及び出来栄え」の（出来形）
＜土木工事＞ ＜土木工事＞
○　出来形の評価については，考査項目別採点表における個別項目評価の出来形管理のバラツキを判定 ○　出来形の評価については，考査項目別採点表における個別項目評価の出来形管理のバラツキを判定
　　 する。 　　 する。
     その際の，評価に必要な留意事項についてはつぎのとおりである。      その際の，評価に必要な留意事項についてはつぎのとおりである。
　　・　出来形の評価については，個別の管理項目・測定基準等に基づいたバラツキの判定結果と下表の５ 　　・　出来形の評価については，個別の管理項目・測定基準等に基づいたバラツキの判定結果と下表の５
　　　  項目についての評価結果を合算して評価する。 　　　  項目についての評価結果を合算して評価する。
　　・　バラツキの判定については，既に，一次評定者が評価しており，その内容を参考に評価を行う。 　　・　バラツキの判定については，既に，一次評定者が評価しており，その内容を参考に評価を行う。
　　・　出来形は，設計図書に示された工事目的物の寸法である。 　　・　出来形は，設計図書に示された工事目的物の寸法である。
　　・　出来形管理は， 　　・　出来形管理は，
　　　　「出来形管理基準」の測定項目・測定基準及び規格値に基づく形状寸法を確保する管理体系である。 　　　　「出来形管理基準」の測定項目・測定基準及び規格値に基づく形状寸法を確保する管理体系である。
　　　　したがって，同表により定める測定項目の工種及びその管理内容を実測し，設計値と実測値を対比 　　　　したがって，同表により定める測定項目の工種及びその管理内容を実測し，設計値と実測値を対比
　　　　して記録した出来形管理図表(出来形図・出来形成果表)により管理する。___________________________________ 　　　　して記録した出来形管理図表(出来形図・出来形成果表)により管理する。ただし，測定数が10点未
　　　　_____________________________________________________________________________________________________________________________ 　　　　満の場合は，出来形管理表のみとし，管理図の作成は省略することができるものとする。
　　　　「出来形管理基準」については，高知県建設工事技術管理要綱（最新年度版）の該当する項目を準用 　　　　「出来形管理基準」については，高知県建設工事技術管理要綱（最新年度版）の該当する項目を準用
　　　 すること。 　　　 すること。

令和５年度
必携P207 工事成績評定記入上の注意点　　(４)　最終評定者が評価する評価対象項目 工事成績評定記入上の注意点　　(４)　最終評定者が評価する評価対象項目

③　考査項目「３．出来形及び出来栄え」の（品質） ③　考査項目「３．出来形及び出来栄え」の（品質）
＜土木工事＞ ＜土木工事＞
○　品質の評価については，考査項目別採点表における個別項目評価の品質管理のバラツキを判定する。 ○　品質の評価については，考査項目別採点表における個別項目評価の品質管理のバラツキを判定する。
     その際の，評価に必要な留意事項については次のとおりである。      その際の，評価に必要な留意事項については次のとおりである。
　　・　品質の評定は，工事全般を通したものである。 　　・　品質の評定は，工事全般を通したものである。
　　・　品質は，設計図書に示された工事目的物の規格である。 　　・　品質は，設計図書に示された工事目的物の規格である。
　　・　品質管理は， 　　・　品質管理は，
　　　　 「品質管理基準」の測定項目・測定基準及び規格値に基づくすべての段階における品質確保のための 　　　　 「品質管理基準」の測定項目・測定基準及び規格値に基づくすべての段階における品質確保のための
　　　 管理体系である。 　　　 管理体系である。
　　　 具体的には，同表に定める試験項目，試験方法及び試験基準等の測定内容に応じ，試験値及び測定値 　　　 具体的には，同表に定める試験項目，試験方法及び試験基準等の測定内容に応じ，試験値及び測定値
　　　 を工程能力図又は品質管理図表(ヒストグラム，ⅹ－Ｒ，Ｘ－Ｒｓ－Ｒmなど)，度数表等により管理する。__ 　　　 を工程能力図又は品質管理図表(ヒストグラム，ⅹ－Ｒ，Ｘ－Ｒｓ－Ｒmなど)，度数表等により管理する。た
　　　 ___________________________________________________________________________________________________________________________________________ 　　　だし，測定数が10点未満の場合は，品質管理表のみとし，管理図の作成は省略することができるも
        __________________ 　　  のとする。
　　　 なお，ヒストグラム等の作成方法は，「高知県建設工事技術管理要綱内の品質管理技法」を参照すること。 　　　 なお，ヒストグラム等の作成方法は，「高知県建設工事技術管理要綱内の品質管理技法」を参照すること。
　　　 高知県建設工事技術管理要綱（最新年度版）の該当する項目（「品質管理基準」，「品質管理技法」を参 　　　 高知県建設工事技術管理要綱（最新年度版）の該当する項目（「品質管理基準」，「品質管理技法」を参
　　　 照）を準用すること。 　　　 照）を準用すること。



令和５年度
必携P244 小規模様式第2号 小規模様式第2号

※　小規模様式については，各課独自の様式でも可

係  係長 課長補佐 課　長 係  係長 課長補佐 課　長

1

2

（高知市小規模工事実施事務要領の別記様式１）

内
訳

工　　事　　費 円

特 記 事 項

工　事　名

工　　　 期

消費税相当額 円 消費税抜きの工事請負対象金額

予定価格調書のとおり

細目

　設計書による場合は、工事概要欄に「設計書のとおり」と記入して添付すること。

そ　の　 他

工 事 概 要

備考 　工事概要欄には、位置図並びに形状、寸法、構造、材料、品質、その他必要事項を記
載し、施工上疑義の生じない様にしておくこと。

小規模様式第２号

工 事 場 所

き り と り 線

（　工　事　仕　様　書　）

工　事　予　定　価　格

円

款 項 目

設　計　金　額                                円

節

工 事 請 負 対 象 金 額 円

令和　　　　年度　 一　般　会　計 特別会計　　　　　　　　　　事業費

工事仕様書兼請負契約要求決議書

要　求　番　号 予算所管（　　　　　　　　） 工事所管（　　　　　　　　）

令和　年　月　日

第　　　　　号

要 求 年 月 日

※　小規模様式については，各課独自の様式でも可

係  係長 課長補佐 課　長 係  係長 課長補佐 課　長

1

2

特 記 事 項

工　事　名

工　　　 期

　設計書による場合は、工事概要欄に「設計書のとおり」と記入して添付すること。

そ　の　 他

工 事 概 要

備考 　工事概要欄には、位置図並びに形状、寸法、構造、材料、品質、その他必要事項を記
載し、施工上疑義の生じない様にしておくこと。

小規模様式第２号

工 事 場 所

き り と り 線

（　工　事　仕　様　書　）

円

款 項 目

設　計　金　額                                円

（高知市小規模工事実施事務要領の別記様式１）

節

工 事 請 負 対 象 金 額 円

令和　　　　年度　 一　般　会　計 特別会計　　　　　　　　　　事業費

内
訳

工　　事　　費 円

消費税相当額 円 消費税抜きの工事請負対象金額

細目

工事仕様書兼請負契約要求決議書

要　求　番　号 予算所管（　　　　　　　　） 工事所管（　　　　　　　　）

令和　年　月　日

第　　　　　号

要 求 年 月 日



令和５年度
必携P245 小規模様式第2号-2 小規模様式第2号-2

※　小規模様式については，各課独自の様式でも可 小規模様式第２号-２

係  係長 課長補佐 課　長 係  係長 課長補佐 課　長

1

2

工事仕様書兼請負契約要求決議書

要　求　番　号 予算所管（　　　　　　　　） 工事所管（　　　　　　　　）

第　　　　　号

要 求 年 月 日

令和　年　月　日

令和　　　　年度　 一　般　会　計 特別会計　　　　　　　　　　事業費

款 項 目 細目 節

き り と り 線

款 項 目 細目 節

令和　　　　年度　 一　般　会　計 特別会計　　　　　　　　　　事業費

設　計　金　額                                円

内
訳

工　　事　　費 円 工 事 請 負 対 象 金 額 円
消費税相当額 円 消費税抜きの工事請負対象金額 円

（　工　事　仕　様　書　）

　設計書による場合は、工事概要欄に「設計書のとおり」と記入して添付すること。

工 事 場 所

工　　　 期

特 記 事 項

そ　の　 他

工 事 概 要

備考 　工事概要欄には、位置図並びに形状、寸法、構造、材料、品質、その他必要事項を記
載し、施工上疑義の生じない様にしておくこと。

工　事　名

※　小規模様式については，各課独自の様式でも可 小規模様式第２号-２

係  係長 課長補佐 課　長 係  係長 課長補佐 課　長

1

2

要 求 年 月 日

工事仕様書兼請負契約要求決議書

要　求　番　号 予算所管（　　　　　　　　） 工事所管（　　　　　　　　）

第　　　　　号

特別会計　　　　　　　　　　事業費

令和　年　月　日

令和　　　　年度　 一　般　会　計 特別会計　　　　　　　　　　事業費

款 項 目 細目 節

工　事　予　定　価　格 予定価格調書のとおり

き り と り 線

款 項 目 細目 節

令和　　　　年度　 一　般　会　計

設　計　金　額                                円

内
訳

工　　事　　費 円 工 事 請 負 対 象 金 額 円
消費税相当額 円 消費税抜きの工事請負対象金額 円

（　工　事　仕　様　書　）

　設計書による場合は、工事概要欄に「設計書のとおり」と記入して添付すること。

工 事 場 所

工　　　 期

特 記 事 項

そ　の　 他

工 事 概 要

備考 　工事概要欄には、位置図並びに形状、寸法、構造、材料、品質、その他必要事項を記
載し、施工上疑義の生じない様にしておくこと。

工　事　名



令和５年度
必携Ｐ247 小規模様式第4号 見積合わせ本人確認フロー

※　小規模様式については，各課独自の様式でも可

小規模工事契約業者選定委員会審議（令和　　年　　月　　日開催）のうえ決定

選定委員（　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　）

見 積 徴 収 者_______________________________________________________________________

工事日数又は完成期限　　　　　　　　　　日間　　　　令和　　年　　月　　日

係

見積日時・場所 令和　　年　　月　　日　　時　　分から

令和　　年　　月　　日　　時　　分から現　場　説　明

　　　　下記要領により見積依頼してよろしいか伺います。

工　　事　　名

ただし，仕様書，設計ならびに図面は別紙のとおり

工　事　場　所

小規模様式第４号

起　　　案　　　日

令和　　年　　月　　日

見　　積　　依　　頼　　に　　つ　　い　　て

課
長

課
長
補
佐

決　　　裁　　　日

係
長

令和　　年　　月　　日

※　小規模様式については，各課独自の様式でも可

小規模工事契約業者選定委員会審議（令和　　年　　月　　日開催）のうえ決定

選定委員（　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　）

見積徴収者（商号又は名称　 ・　代表者職／氏名　 ・　電話番号）

工 事 場 所

小規模様式第４号

起　　　案　　　日

令和　　年　　月　　日

見　　積　　依　　頼　　に　　つ　　い　　て

課
長

課
長
補
佐

決　　　裁　　　日

係
長

令和　　年　　月　　日

工事日数又は完成期限　　　　　　　　　　日間　　　　令和　　年　　月　　日

係

見積日時・場所 令和　　年　　月　　日　　時　　分から

令和　　年　　月　　日　　時　　分から現 場 説 明

　　　　下記要領により見積依頼してよろしいか伺います。

ただし，仕様書，設計ならびに図面は別紙のとおり

工 事 名



令和５年度
必携P253 小規模様式第10号 小規模様式第10号

小規模様式第10号

工 事 名

金 額

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

様

印

____

1

2

3

4

_ ____________________________________________________________________
________________________________________________________________________________
________________________________

見積金額の数字の頭に「￥」を冠すること。

氏　　名

備　　考

工事名，金額等は正確，丁寧に記入すること。

________ __________

__________

見積者 住　　所

法人の場合，住所及び氏名は，所在地，名称及び代表者の職氏名を記入し，押印すること。

代理見積の場合，委任者の住所及び氏名の下に「代理人」表示し，その住所及び氏
名を記入し，押印すること。 ※この場合，法人の押印は不要。

　上記金額で請負したく，仕様書，設計書，図面及び関係書類並びに

現場等熟覧のうえ，高知市契約規則を遵守し見積します。

令 和 年 月 日

高知市長 桑　名　龍　吾

工 事 請 負 見 積 書

　

十億 百万 千 円

小規模様式第10号

工 事 名

金 額

様

印

印

1

2

3

4

5

工 事 請 負 見 積 書

十億 百万 千 円

氏　　名

　上記金額で請負したく，仕様書，設計書，図面及び関係書類並びに

現場等熟覧のうえ，高知市契約規則を遵守し見積します。

令和　　　年　　　月　　　日

高知市長 桑　名　龍　吾

見積者 住　　所

氏　　名

代理人 住　　所

見積金額の数字の頭に「￥」を冠すること。

見積者又は代理人の本人確認がされた場合は，押印を省略することができ
る。
ただし，委任状において代理人使用印を押印した場合は，見積書への代理人
使用印の押印を省略することはできない。

備　　考

工事名，金額等は正確，丁寧に記入すること。

法人の場合，住所及び氏名は，所在地，名称及び代表者の職氏名を記入し，押印
すること。

代理見積の場合は，見積者欄に委任者の住所及び氏名を記入し，その下に
「代理人」の表示をし，代理人の住所及び氏名を記入し，押印すること。
※この場合，見積者欄の押印は不要。



令和５年度
必携　無 小規模工事案内状 小規模工事案内状

（追加）

※小規模様式については，各課独自の様式でも可

各　位

高知市○○部○○課

課長　○○

1 工事名 ○○工事

2 工事場所 高知市○○

3 工事日数又は工期 令和○○年○○月○○日 － 日

4 現場説明会日時 令和○○年○○月○○日 ○ 時から

5 見積り合わせ日時 令和○○年○○月○○日 ○ 時から

6 現場説明会（見積合わせ）場所 ○○課

7 担当 ○○課　　○○ TEL 088-822-8111

FAX 088-822-8111

8 見積合わせに関する事項（押印省略について）

以上

令和○○年○○月○○日

小規模工事の現場説明会（見積合わせ）について

下記の内容にて，現場説明会（見積合わせ）を行いますので，ご参加いただきますようお願い申し上げます。

記

　本市では，令和６年４月１日より，本市に提出する工事請負見積書について，工事請負見積書への代
表者印又は代理人の押印を省略することを可能とします。
　工事請負見積書の代表者印又は代理人使用印の押印を省略する場合は，見積合わせ場所にお
いて代表者又は代理人の本人確認を行います。本人確認は顔写真付きの本人確認書類（運転免許
証，マイナンバーカード，パスポート，顔写真付き社員証等。顔写真付きの名刺は不可）により行いま
すので，押印を省略する場合は，顔写真付きの本人確認書類をご持参ください。なお，工事請負見
積書の押印を省略した場合で代表者又は代理人の本人確認ができなかった工事請負見積書は無
効とします。
　ただし，代理人出席における委任状の委任者（代表者，支店長等）の押印は省略できませんので
ご注意ください。また，委任状の使用印欄に代理人使用印を押印した場合は，工事請負見積書へ
の代理人使用印の押印を省略することはできませんのでご注意ください。



令和５年度
必携　無 小規模工事委任状 小規模工事委任状

（追加）

様

印

　下記の者を代理人と定め， に執行する

の入札・見積に

関する一切を委任します。

代理人は入札・見積に

※

※

以下の印を使用します。

令和 　　年 　　月 　　日

高知市長 桑　名　龍　吾

所 在 地

商号又は名称

代表者職/氏名

委　　任　　状

令和　　　年　　　月　　　日

 代理人が行う入札・見積において押印を省略する場合は，使用印欄への押印は不要です。

 使用印欄に代理人使用印を押印した場合は，入札書・見積書への代理人使用印の押印を
省略することはできませんのでご注意ください。

※

代理人 住 所
使用印欄

氏 名
印



令和５年度
必携　無 小規模工事見積経過表 小規模工事見積経過表

（追加）

者 円

者 円

入札（見積）経過表

工 事 件 名

入札（見積）日時

入札（見積）場所

契約方法　：　　一般競争入札　　・　　　指名競争入札　　・　　随意契約

参加資格決定者（指名業者）数 予定価格（税抜き）

入札（見積）参加者数 最低制限価格（税抜き） -

参　加　者　名

　　　入札（見積）額            　　　　　　　    （円）

備　　考

1回目 2回目 3回目

落札（決定）

　※　上記入札金額に当該金額の10％に相当する額を加算した額が法律上の入札額である。



令和５年度
必携P302 評定様式第6号-1-1 評定様式第6号-1-1

評
定

様
式

第
６
号

－
１

－
１

　
　

「評
価

対
象

項
目

」
*

*
1

　
作

業
の

分
担

の
範

囲
が

施
工

体
制

台
帳

，
施

工
体

系
図

及
び

施
工

計
画

書
等

の
書

面
で

確
認

で
き

る
。

*
2

*
3

　
　

　
　

上
記

に
該

当
す

れ
ば

　
⇒

　
ｅ

*
4

　
施

工
体

制
台

帳
，

施
工

体
系

図
が

整
備

さ
れ

，
施

工
体

系
図

も
現

場
に

掲
示

さ
れ

，
（掲

示
で

き
な

い
場

合
は

備
え

ら
れ

）現
場

と
一

致
し

て
い

る
。

*
5

　
工

事
規

模
に

応
じ

た
人

員
，

機
械

配
置

の
施

工
と

な
っ

て
い

る
。

*
6

　
建

設
業

許
可

票
，

労
災

保
険

成
立

票
，

建
退

共
標

識
等

，
掲

示
す

る
べ

き
標

識
が

適
正

に
掲

示
さ

れ
て

い
る

。

*
7

　
緊

急
指

示
，

災
害

，
事

故
等

が
発

生
し

た
場

合
の

対
応

が
速

や
か

で
あ

る
。

8
　

そ
の

他
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

0
／

7

d
0

　
　

「評
価

対
象

項
目

」

*
1

　
現

場
代

理
人

と
し

て
，

工
事

全
般

の
把

握
が

で
き

て
い

る
。

*
2

　
現

場
代

理
人

と
し

て
，

監
督

職
員

へ
の

報
告

を
適

宜
行

い
，

連
絡

調
整

等
を

書
面

で
行

っ
て

い
る

。

*
3

　
書

類
整

理
，

資
料

整
理

が
適

切
に

処
理

さ
れ

て
い

る
。

*
4

　
施

工
に

先
立

ち
，

創
意

工
夫

又
は

提
案

を
も

っ
て

工
事

を
進

め
て

い
る

。

*
5

　
契

約
書

，
設

計
図

書
，

指
針

等
を

よ
く

理
解

し
，

現
場

に
反

映
し

て
工

事
を

行
っ

て
い

る
。

*
6

　
設

計
図

書
の

照
査

が
十

分
で

，
現

場
と

の
相

違
が

あ
っ

た
場

合
は

監
督

職
員

と
協

議
す

る
な

ど
，

適
切

に
対

応
し

て
い

る
。

*
7

　
施

工
上

の
課

題
と

な
る

条
件

（作
業

環
境

，
気

象
，

地
質

条
件

等
）が

あ
っ

た
場

合
に

は
適

切
な

対
応

を
図

っ
て

い
る

。
上

記
該

当
が

1項
目

で
も

あ
れ

ば
　

⇒
　

ｄ

*
8

　
下

請
の

施
工

体
制

，
施

工
状

況
を

把
握

し
，

技
術

的
な

指
導

を
行

っ
て

い
る

。
上

記
該

当
が

２
項

目
あ

れ
ば

　
⇒

　
ｅ

*
9

　
主

任
技

術
者

又
は

監
理

技
術

者
が

，
明

確
な

根
拠

に
基

づ
い

て
技

術
的

な
判

断
を

行
っ

て
い

る
。

*
10

　
作

業
に

必
要

な
作

業
主

任
者

（労
働

安
全

衛
生

法
）及

び
専

門
技

術
者

（建
設

業
法

）を
選

任
し

，
適

正
に

配
置

し
て

い
る

。

11
　

そ
の

他
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

0
／

10

d
0

(Ⅰ
．

施
工

体
制

一
般

)
(Ⅱ

．
配

置
技

術
者

)

該
当

項
目

が
90

%以
上

　
　

　
　

　
⇒

 a
①

　
当

該
「評

価
対

象
項

目
の

う
ち

，
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

該
当

項
目

が
80

%以
上

　
　

　
　

　
⇒

 ｂ
該

当
項

目
が

80
%以

上
90

%未
満

　
　
⇒

 ｂ
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
，

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
，

比
率

（%
）計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

該
当

項
目

が
60

%以
上

80
%未

満
　

⇒
 ｃ

該
当

項
目

が
60

%以
上

80
%未

満
　

　
⇒

 ｃ
③

　
評

価
値

（　
%）

＝
（　

　
）評

価
数

/（
　

　
）対

象
評

価
項

目
数

。

該
当

項
目

が
60

%未
満

　
　

　
　

　
⇒

 ｄ
該

当
項

目
が

60
%未

満
　

　
　

　
　

⇒
 ｄ

④
　

な
お

，
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
2項

目
以

下
の

場
合

は
ｃ評

価
と

す
る

。

施
工

体
制

が
や

や
不

備
で

あ
る

　
工

事
実

績
情

報
の

登
録

は
，

監
督

職
員

の
確

認
を

受
け

た
上

で
,受

注
時

，
登

録
内

容
の

変
更

時
，

完
成

時
に

は
そ

れ
ぞ

れ
契

約
後

10
日

以
内

に
，

訂
正

時
に

は
速

や
か

に
行

わ
れ

て
い

る
。

技
術

者
が

ほ
ぼ

適
切

に
配

置
さ

れ
て

い
る

他
の

事
項

に
該

当
し

な
い

　
建

設
業

退
職

金
共

済
組

合
（建

退
共

）に
加

入
し

，
証

紙
の

購
入

・配
布

が
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

が
，

共
済

証
紙

受
払

簿
等

に
よ

り
適

切
に

把
握

さ
れ

て
い

る
。

　
（建

退
共

制
度

の
対

象
労

働
者

を
雇

用
し

て
い

る
工

事
に

適
用

）
d

Ⅱ
．

配
置

技
術

者
現

場
代

理
人

等

d

0%

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 採
 点

 表
　

　
　

（第
一

次
評

定
者

）　
土

木
工

事

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ｅ
考

査
項

目

  専
門

技
術

者
が

配
置

さ
れ

て
い

な
い

。

0%

技
術

者
が

適
切

に
配

置
さ

れ
て

い
る

細
　

　
別

施
行

体
制

が
不

備
で

あ
り

，
監

督
職

員
か

ら
文

書
に

よ
り

改
善

指
示

を
行

っ
た

。

施
工

体
制

が
不

備
で

あ
る

１
．

施
工

体
制

Ⅰ
．

施
工

体
制

一
般

  現
場

代
理

人
等

の
技

術
者

配
置

が
不

備
で

，
監

督
職

員
か

ら
，

文
書

に
よ

り
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

技
術

者
の

配
置

が
や

や
不

備
で

あ
る

に
*印

を
記

入
す

る
。

［記
入

方
法

］　
評

価
対

象
と

す
る

場
合

は
，

左
に

*印
を

記
入

し
，

評
価

す
る

場
合

は
右

技
術

者
の

配
置

が
不

備
で

あ
る

施
工

体
制

が
適

切
で

あ
る

他
の

事
項

に
該

当
し

な
い

評
定

様
式

第
６
号

－
１
－

１

　
　

「評
価

対
象

項
目

」
*

*
1

　
作

業
の

分
担

の
範

囲
が

施
工

体
制

台
帳

，
施

工
体

系
図

及
び

施
工

計
画

書
等

の
書

面
で

確
認

で
き

る
。

*
2

*
3

上
記

に
該

当
す

れ
ば

　
⇒

　
ｄ

*
4

　
指

示
の

不
履

行
　

⇒
　

ｅ

*
5

　
工

事
規

模
に

応
じ

た
人

員
，

機
械

配
置

の
施

工
と

な
っ

て
い

る
。

上
記

に
該

当
す

れ
ば

　
⇒

　
e

*
6

　
建

設
業

許
可

票
，

労
災

保
険

成
立

票
，

建
退

共
標

識
等

，
掲

示
す

る
べ

き
標

識
が

適
正

に
掲

示
さ

れ
て

い
る

。

*
7

　
緊

急
指

示
，

災
害

，
事

故
等

が
発

生
し

た
場

合
の

対
応

が
速

や
か

で
あ

る
。

8
　

そ
の

他
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

0
／

7

d

　
　

「評
価

対
象

項
目

」

*
1

　
現

場
代

理
人

と
し

て
，

工
事

全
般

の
把

握
が

で
き

て
い

る
。

*
2

　
現

場
代

理
人

と
し

て
，

監
督

職
員

へ
の

報
告

を
適

宜
行

い
，

連
絡

調
整

等
を

書
面

で
行

っ
て

い
る

。

*
3

　
書

類
整

理
，

資
料

整
理

が
適

切
に

処
理

さ
れ

て
い

る
。

*
4

　
施

工
に

先
立

ち
，

創
意

工
夫

又
は

提
案

を
も

っ
て

工
事

を
進

め
て

い
る

。

*
5

　
契

約
書

，
設

計
図

書
，

指
針

等
を

よ
く

理
解

し
，

現
場

に
反

映
し

て
工

事
を

行
っ

て
い

る
。

*
6

　
設

計
図

書
の

照
査

が
十

分
で

，
現

場
と

の
相

違
が

あ
っ

た
場

合
は

監
督

職
員

と
協

議
す

る
な

ど
，

適
切

に
対

応
し

て
い

る
。

*
7

　
施

工
上

の
課

題
と

な
る

条
件

（作
業

環
境

，
気

象
，

地
質

条
件

等
）が

あ
っ

た
場

合
に

は
適

切
な

対
応

を
図

っ
て

い
る

。
上

記
該

当
が

1項
目

で
も

あ
れ

ば
　

⇒
　

ｄ

*
8

　
下

請
の

施
工

体
制

，
施

工
状

況
を

把
握

し
，

技
術

的
な

指
導

を
行

っ
て

い
る

。
上

記
該

当
が

２
項

目
あ

れ
ば

　
⇒

　
ｅ

*
9

　
主

任
技

術
者

又
は

監
理

技
術

者
が

，
明

確
な

根
拠

に
基

づ
い

て
技

術
的

な
判

断
を

行
っ

て
い

る
。

*
10

　
作

業
に

必
要

な
作

業
主

任
者

（労
働

安
全

衛
生

法
）及

び
専

門
技

術
者

（建
設

業
法

）を
選

任
し

，
適

正
に

配
置

し
て

い
る

。

11
　

そ
の

他
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

0
／

10

d
0

(Ⅰ
．

施
工

体
制

一
般

)
(Ⅱ

．
配

置
技

術
者

)

該
当

項
目

が
90

%以
上

　
　

　
　

　
⇒

 a
①

　
当

該
「評

価
対

象
項

目
の

う
ち

，
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

該
当

項
目

が
80

%以
上

　
　

　
　

　
⇒

 ｂ
該

当
項

目
が

80
%以

上
90

%未
満

　
　
⇒

 ｂ
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
，

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
，

比
率

（%
）計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

該
当

項
目

が
60

%以
上

80
%未

満
　

⇒
 ｃ

該
当

項
目

が
60

%以
上

80
%未

満
　

　
⇒

 ｃ
③

　
評

価
値

（　
%）

＝
（　

　
）評

価
数

/（
　

　
）対

象
評

価
項

目
数

。

該
当

項
目

が
60

%未
満

　
　

　
　

　
⇒

 ｄ
該

当
項

目
が

60
%未

満
　

　
　

　
　

⇒
 ｄ

④
　

な
お

，
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
2項

目
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

　
工

事
実

績
情

報
の

登
録

は
，

監
督

職
員

の
確

認
を

受
け

た
上

で
,受

注
時

，
登

録
内

容
の

変
更

時
，

完
成

時
に

は
そ

れ
ぞ

れ
契

約
後

10
日

以
内

に
，

訂
正

時
に

は
速

や
か

に
行

わ
れ

て
い

る
。

　
施

工
体

制
台

帳
，

施
工

体
系

図
が

整
備

さ
れ

，
施

工
体

系
図

も
現

場
に

掲
示

さ
れ

，
（掲

示
で

き
な

い
場

合
は

備
え

ら
れ

）現
場

と
一

致
し

て
い

る
。

　
施

工
体

制
が

不
備

で
あ

り
，

監
督

職
員

か
ら

文
書

に
よ

り
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

　
建

設
業

退
職

金
共

済
組

合
（建

退
共

）に
加

入
し

，
証

紙
の

購
入

・配
布

が
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

が
，

共
済

証
紙

受
払

簿
等

に
よ

り
適

切
に

把
握

さ
れ

て
い

る
。

　
（建

退
共

制
度

の
対

象
労

働
者

を
雇

用
し

て
い

る
工

事
に

適
用

）

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 採
 点

 表
　

　
　

（第
一

次
評

定
者

）　
土

木
工

事

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ｅ
考

査
項

目

  
専

門
技

術
者

が
配

置
さ

れ
て

い
な

い
。

0%

技
術

者
が

適
切

に
配

置
さ

れ
て

い
る

細
　

　
別

施
工

体
制

が
不

備
で

あ
る

１
．

施
工

体
制

Ⅰ
．

施
工

体
制

一
般

  
現

場
代

理
人

等
の

技
術

者
配

置
が

不
備

で
，

監
督

職
員

か
ら

，
文

書
に

よ
り

改
善

指
示

を
行

っ
た

。

技
術

者
の

配
置

が
や

や
不

備
で

あ
る

に
*印

を
記

入
す

る
。

［記
入

方
法

］　
評

価
対

象
と

す
る

場
合

は
，

左
に

*印
を

記
入

し
，

評
価

す
る

場
合

は
右

技
術

者
の

配
置

が
不

備
で

あ
る

施
工

体
制

が
適

切
で

あ
る

他
の

事
項

に
該

当
し

な
い

施
工

体
制

が
や

や
不

備
で

あ
る

d

0%

技
術

者
が

ほ
ぼ

適
切

に
配

置
さ

れ
て

い
る

他
の

事
項

に
該

当
し

な
い

d

Ⅱ
．

配
置

技
術

者
現

場
代

理
人

等



令和５年度
必携P330 評定様式第8号-1-1 評定様式第8号-1-1

評
定

様
式

第
８

号
－

１
－

１

　
　

「評
価

対
象

項
目

」
*

*
1

  
作

業
分

担
と

責
任

の
範

囲
が

，
書

面
で

確
認

で
き

る
。

*
2

*
3

　
施

工
体

制
台

帳
，

施
工

体
系

図
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

*
4

*
5

*
6

　
施

工
計

画
書

と
現

場
の

施
工

体
制

が
一

致
し

て
い

る
。

*
7

*
8

　
工

事
材

料
の

資
料

の
整

理
及

び
確

認
が

な
さ

れ
，

管
理

さ
れ

て
い

る
。

*
9

　
品

質
確

保
の

た
め

の
対

策
な

ど
，

施
工

に
関

す
る

独
自

の
工

夫
が

見
ら

れ
る

。
上

記
該

当
が

1項
目

で
も

あ
れ

ば
　

⇒
　

ｄ

*
10

　
工

事
の

関
係

書
類

及
び

資
料

整
理

が
良

い
。

上
記

該
当

が
２

項
目

以
上

あ
れ

ば
　

⇒
　

e

*
11

  
見

本
の

整
理

又
は

工
事

記
録

写
真

の
撮

影
方

法
等

に
工

夫
が

見
ら

れ
る

。

*
12

　
立

会
確

認
の

手
続

き
が

，
事

前
に

な
さ

れ
て

い
る

。

*
13

*
14

　
建

設
廃

棄
物

・リ
サ

イ
ク

ル
へ

の
取

り
組

み
が

適
切

に
な

さ
れ

て
い

る
。

*
15

　
計

画
内

容
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

は
，

そ
の

都
度

該
当

工
事

着
手

前
に

変
更

設
計

書
を

提
出

し
て

い
る

。

*
16

　
社

内
の

管
理

基
準

が
作

成
さ

れ
，

管
理

し
て

い
る

。

17
　

そ
の

他
　

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

0
／

16

d
0

該
当

項
目

が
90

%以
上

　
　

　
　

　
⇒

 a
①

　
当

該
「評

価
対

象
項

目
の

う
ち

，
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

該
当

項
目

が
80

%以
上

90
%未

満
　

　
　

　
　⇒

 ｂ
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
，

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
，

比
率

（%
）計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

該
当

項
目

が
60

%以
上

80
%未

満
　

　
　

　
　⇒

 ｃ
③

　
評

価
値

（　
%）

＝
（　

　
）評

価
数

/（
　

　
）対

象
評

価
項

目
数

。

該
当

項
目

が
60

%未
満

　
　

　
　

　
⇒

 ｄ
④

　
な

お
，

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

2項
目

以
下

の
場

合
は

ｃ
評

価
と

す
る

。

　
建

設
業

退
職

金
共

済
の

証
紙

が
，

適
切

に
購

入
・配

布
さ

れ
，

標
識

が
工

事
現

場
の

み
や

す
い

場
所

に
掲

示
さ

れ
て

い
る

。
（建

退
共

制
度

の
対

象
労

働
者

を
雇

用
し

て
い

る
工

事
に

適
用

）

　
契

約
書

第
１

8条
第

１
項

第
１

号
か

ら
第

５
号

に
基

づ
く

設
計

図
書

の
照

査
を

行
い

，
疑

義
等

に
つ

い
て

書
面

で
確

認
を

行
い

，
施

工
が

な
さ

れ
て

い
る

。

　
施

工
計

画
書

と
現

場
施

工
方

法
が

一
致

し
て

い
る

。
（施

工
計

画
書

の
施

工
方

法
の

記
載

が
省

略
さ

れ
て

い
る

場
合

は
，

一
般

的
な

施
工

方
法

と
現

場
施

工
方

法
が

一
致

し
て

い
る

。
）

　
施

工
計

画
書

が
工

事
着

手
前

に
提

出
さ

れ
，

所
定

の
項

目
が

記
載

さ
れ

て
い

る
と

と
も

に
，

設
計

図
書

の
内

容
及

び
現

場
条

件
を

反
映

し
た

も
の

と
な

っ
て

い
る

。

　
工

事
日

誌
，

材
料

受
入

検
査

，
施

工
報

告
，

試
験

成
績

結
果

報
告

，
工

事
打

合
せ

簿
等

の
工

事
記

録
の

整
備

が
，

適
宜

，
的

確
に

な
さ

れ
て

い
る

。

施
工

管
理

が
不

備
で

あ
る

他
の

事
項

に
該

当
し

な
い

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 採
 点

 表
　

　
　

（最
終

評
定

者
）　

土
木

工
事

［記
入

方
法

］　
評

価
対

象
と

す
る

場
合

は
，

左
に

*印
を

記
入

し
，

評
価

す
る

場
合

は
右

0%

考
査

項
目

細
　

　
別

ａ
ｄ

施
工

管
理

が
や

や
不

備
で

あ
る

ｃ

　
設

計
図

書
と

適
合

し
な

い
箇

所
が

有
り

，
文

書
に

よ
り

補
修

指
示

を
行

っ
た

。

ｂ

２
．

施
工

状
況

Ⅰ
．

施
工

管
理

施
工

管
理

が
優

れ
て

い
る

施
工

管
理

が
適

切
で

あ
る

　
契

約
図

書
に

基
づ

く
施

工
上

の
義

務
に

つ
き

，
検

査
職

員
か

ら
文

書
に

よ
り

指
示

を
行

っ
た

。

ｅ

d

に
*印

を
記

入
す

る
。

評
定

様
式

第
８

号
－

１
－

１

　
　

「評
価

対
象

項
目

」
*

*
1

  
作

業
分

担
と

責
任

の
範

囲
が

，
書

面
で

確
認

で
き

る
。

*
2

*
3

　
施

工
体

制
台

帳
，

施
工

体
系

図
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

*
4

*
5

*
6

　
施

工
計

画
書

と
現

場
の

施
工

体
制

が
一

致
し

て
い

る
。

*
7

*
8

　
工

事
材

料
の

資
料

の
整

理
及

び
確

認
が

な
さ

れ
，

管
理

さ
れ

て
い

る
。

*
9

　
品

質
確

保
の

た
め

の
対

策
な

ど
，

施
工

に
関

す
る

独
自

の
工

夫
が

見
ら

れ
る

。
上

記
該

当
が

1項
目

で
も

あ
れ

ば
　

⇒
　

ｄ

*
10

　
工

事
の

関
係

書
類

及
び

資
料

整
理

が
良

い
。

上
記

該
当

が
２

項
目

以
上

あ
れ

ば
　

⇒
　

e

*
11

  
見

本
の

整
理

又
は

工
事

記
録

写
真

の
撮

影
方

法
等

に
工

夫
が

見
ら

れ
る

。

*
12

　
立

会
確

認
の

手
続

き
が

，
事

前
に

な
さ

れ
て

い
る

。

*
13

*
14

　
建

設
廃

棄
物

・リ
サ

イ
ク

ル
へ

の
取

り
組

み
が

適
切

に
な

さ
れ

て
い

る
。

*
15

　
計

画
内

容
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

は
，

そ
の

都
度

該
当

工
事

着
手

前
に

変
更

計
画

書
を

提
出

し
て

い
る

。

*
16

　
社

内
の

管
理

基
準

が
作

成
さ

れ
，

管
理

し
て

い
る

。

17
　

そ
の

他
　

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

0
／

16

d
0

該
当

項
目

が
90

%以
上

　
　

　
　

　
⇒

 a
①

　
当

該
「評

価
対

象
項

目
の

う
ち

，
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

該
当

項
目

が
80

%以
上

90
%未

満
　

　
　

　
　⇒

 ｂ
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
，

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
，

比
率

（%
）計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

該
当

項
目

が
60

%以
上

80
%未

満
　

　
　

　
　⇒

 ｃ
③

　
評

価
値

（　
%）

＝
（　

　
）評

価
数

/（
　

　
）対

象
評

価
項

目
数

。

該
当

項
目

が
60

%未
満

　
　

　
　

　
⇒

 ｄ
④

　
な

お
，

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

2項
目

以
下

の
場

合
は

ｃ
評

価
と

す
る

。

　
建

設
業

退
職

金
共

済
の

証
紙

が
，

適
切

に
購

入
・配

布
さ

れ
，

標
識

が
工

事
現

場
の

み
や

す
い

場
所

に
掲

示
さ

れ
て

い
る

。
（建

退
共

制
度

の
対

象
労

働
者

を
雇

用
し

て
い

る
工

事
に

適
用

）

　
契

約
書

第
１

8条
第

１
項

第
１
号

か
ら

第
５

号
に

基
づ

く
設

計
図

書
の

照
査

を
行

い
，

疑
義

等
に

つ
い

て
書

面
で

確
認

を
行

い
，

施
工

が
な

さ
れ

て
い

る
。

　
施

工
計

画
書

と
現

場
施

工
方

法
が

一
致

し
て

い
る

。
（施

工
計

画
書

の
施

工
方

法
の

記
載

が
省

略
さ

れ
て

い
る

場
合

は
，

一
般

的
な

施
工

方
法

と
現

場
施

工
方

法
が

一
致

し
て

い
る

。
）

　
施

工
計

画
書

が
工

事
着

手
前

に
提

出
さ

れ
，

所
定

の
項

目
が

記
載

さ
れ

て
い

る
と

と
も

に
，

設
計

図
書

の
内

容
及

び
現

場
条

件
を

反
映

し
た

も
の

と
な

っ
て

い
る

。

　
工

事
日

誌
，

材
料

受
入

検
査

，
施

工
報

告
，

試
験

成
績

結
果

報
告

，
工

事
打

合
せ

簿
等

の
工

事
記

録
の

整
備

が
，

適
宜

，
的

確
に

な
さ

れ
て

い
る

。

施
工

管
理

が
不

備
で

あ
る

他
の

事
項

に
該

当
し

な
い

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 採
 点

 表
　

　
　

（最
終

評
定

者
）　

土
木

工
事

［記
入

方
法

］　
評

価
対

象
と

す
る

場
合

は
，

左
に

*印
を

記
入

し
，

評
価

す
る

場
合

は
右

0%

考
査

項
目

細
　

　
別

ａ
ｄ

施
工

管
理

が
や

や
不

備
で

あ
る

ｃ

　
設

計
図

書
と

適
合

し
な

い
箇

所
が

有
り

，
文

書
に

よ
り

補
修

指
示

を
行

っ
た

。

ｂ

２
．

施
工

状
況

Ⅰ
．

施
工

管
理

施
工

管
理

が
優

れ
て

い
る

施
工

管
理

が
適

切
で

あ
る

　
契

約
図

書
に

基
づ

く
施

工
上

の
義

務
に

つ
き

，
検

査
職

員
か

ら
文

書
に

よ
り

指
示

を
行

っ
た

。

ｅ

d

に
*印

を
記

入
す

る
。



令和５年度
必携P356 評定様式第6号-2-1 評定様式第6号-2-1

評
定

様
式

第
６

号
－

２
－

１

　
　

「評
価

対
象

項
目

」
*

*
1

　
下

請
業

者
を

含
め

，
作

業
分

担
の

範
囲

が
書

面
で

確
認

で
き

る
。

*
2

　
品

質
管

理
体

制
が

確
立

さ
れ

て
い

る
。

*
3

　
安

全
管

理
体

制
が

確
立

さ
れ

て
い

る
。

*
4

　
現

場
の

施
工

体
制

が
書

面
と

一
致

し
て

い
る

。

*
5

　
工

事
規

模
に

応
じ

た
人

員
，

機
械

配
置

が
な

さ
れ

施
工

し
て

い
る

。
上

記
に

該
当

す
れ

ば
　

⇒
　

ｅ

*
6

*
7

　
「施

工
プ

ロ
セ

ス
」チ

ェ
ッ

ク
で

指
摘

事
項

が
無

か
っ

た
。

ま
た

は
指

摘
事

項
に

対
す

る
改

善
が

速
や

か
に

実
施

さ
れ

た
。

8
　

そ
の

他
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

0
／

7

d
0

　
　

「評
価

対
象

項
目

」

*
1

　
現

場
代

理
人

と
し

て
，

工
事

全
般

の
把

握
が

で
き

て
い

る

*
2

　
現

場
代

理
人

と
し

て
，

監
督

職
員

へ
の

通
知

，
報

告
，

申
出

等
を

書
面

で
行

っ
て

い
る

。

*
3

　
契

約
書

，
設

計
図

書
等

を
理

解
し

，
現

場
に

反
映

し
て

工
事

を
行

っ
て

い
る

。

*
4

　
設

計
図

書
の

照
査

を
行

っ
て

い
る

。

*
5

　
主

任
（監

理
）技

術
者

と
し

て
技

術
的

判
断

に
優

れ
，

良
好

な
施

工
に

努
め

て
い

る
。

*
6

　
書

類
及

び
資

料
が

適
切

に
整

理
さ

れ
て

い
る

。
上

記
に

該
当

す
れ

ば
　

⇒
　

ｅ

*
7

　
作

業
環

境
，

気
象

，
地

質
条

件
等

の
把

握
及

び
対

応
に

努
め

て
い

る
。

*
8

　
施

工
体

制
，

施
工

状
況

を
把

握
し

，
下

請
け

を
含

み
部

下
等

に
よ

く
指

導
し

て
い

る
。

*
9

　
施

工
等

に
伴

う
創

意
工

夫
又

は
提

案
を

も
っ

て
工

事
を

進
め

て
い

る
。

*
10

　
専

門
技

術
者

を
，

選
任

し
配

置
し

て
い

る

*
11

　
作

業
主

任
者

を
，

選
任

し
配

置
し

て
い

る

*
12

　
「施

工
プ

ロ
セ

ス
」チ

ェ
ッ

ク
で

指
摘

事
項

が
無

か
っ

た
。

ま
た

は
指

摘
事

項
に

対
す

る
改

善
が

速
や

か
に

実
施

さ
れ

た
。

13
　

そ
の

他
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

0
／

12

d
0

(Ⅰ
．

施
工

体
制

一
般

)
(Ⅱ

．
配

置
技

術
者

)

該
当

項
目

が
90

%以
上

　
　

　
　

　
⇒

 a
①

　
当

該
「評

価
対

象
項

目
の

う
ち

，
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

該
当

項
目

が
80

%以
上

　
　

　
　

　
⇒

 ｂ
該

当
項

目
が

80
%以

上
90

%未
満

　
　

　
　⇒

 ｂ
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
，

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
，

比
率

（%
）計

算
の

値
で

評
価

す
る

該
当

項
目

が
60

%以
上

80
％

未
満

　
　

　
⇒

 ｃ
該

当
項

目
が

60
%以

上
80

％
未

満
　

　
　

⇒
 ｃ

③
　

評
価

値
（　

%）
＝

（　
　

）評
価

数
×

10
0/

（　
　

）対
象

評
価

項
目

数

該
当

項
目

が
60

%未
満

　
　

　
　

　
⇒

 ｄ
該

当
項

目
が

60
%未

満
　

　
　

　
　

⇒
 ｄ

④
　

な
お

，
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
2項

目
以

下
の

場
合

は
，

全
て

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

１
．

施
工

体
制

Ⅰ
．

施
工

体
制

一
般

d

Ⅱ
．

配
置

技
術

者
現

場
代

理
人

等

d

0%

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 採
 点

 表
　

　
　

（第
一

次
評

定
者

）　
建

築
・建

築
設

備
・設

備
工

事
共

通
［記

入
方

法
］　

評
価

対
象

と
す

る
場

合
は

，
左

に
*印

を
記

入
し

，
評

価
す

る
場

合
は

右
に

*印
を

記
入

す
る

。

考
査

項
目

細
　

　
別

ｂ
ｃ

ｄ
ｅ

ａ

施
工

体
制

が
不

備
で

あ
る

技
術

者
が

適
切

に
配

置
さ

れ
て

い
る

技
術

者
が

ほ
ぼ

適
切

に
配

置
さ

れ
て

い
る

他
の

事
項

に
該

当
し

な
い

技
術

者
の

配
置

が
や

や
不

備
で

あ
る

　
施

行
体

制
が

不
備

で
あ

り
，

監
督

職
員

か
ら

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

施
工

体
制

が
や

や
不

備
で

あ
る

施
工

体
制

が
適

切
で

あ
る

他
の

事
項

に
該

当
し

な
い

0%

技
術

者
の

配
置

が
不

備
で

あ
る

  
現

場
代

理
人

等
の

技
術

者
配

置
の

不
備

に
よ

り
，

監
督

職
員

か
ら

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

　
建

設
業

退
職

金
共

済
制

度
（建

退
共

）の
趣

旨
を

下
請

業
者

等
に

説
明

す
る

と
と

も
に

，
証

紙
の

購
入

が
適

切
に

行
わ

れ
，

配
布

が
受

け
払

い
簿

等
に

よ
り

把
握

さ
れ

て
い

る
。

（建
退

共
制

度
の

対
象

労
働

者
を

雇
用

し
て

い
る

工
事

に
適

用
）

評
定

様
式

第
６

号
－

２
－

１

　
　

「評
価

対
象

項
目

」
*

*
1

　
下

請
業

者
を

含
め

，
作

業
分

担
の

範
囲

が
書

面
で

確
認

で
き

る
。

　
施

工
体

制
が

不
備

で
あ

り
，

監
督

職
員

か
ら

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

*
2

　
品

質
管

理
体

制
が

確
立

さ
れ

て
い

る
。

*
3

　
安

全
管

理
体

制
が

確
立

さ
れ

て
い

る
。

上
記

に
該

当
す

れ
ば

　
⇒

　
ｄ

*
4

　
現

場
の

施
工

体
制

が
書

面
と

一
致

し
て

い
る

。

*
5

　
工

事
規

模
に

応
じ

た
人

員
，

機
械

配
置

が
な

さ
れ

施
工

し
て

い
る

。

*
6

　
指

示
の

不
履

行
　

⇒
　

ｅ

*
7

上
記

に
該

当
す

れ
ば

　
⇒

　
e

8
　

そ
の

他
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

0
／

7

d

　
　

「評
価

対
象

項
目

」

*
1

　
現

場
代

理
人

と
し

て
，

工
事

全
般

の
把

握
が

で
き

て
い

る

*
2

　
現

場
代

理
人

と
し

て
，

監
督

職
員

へ
の

通
知

，
報

告
，

申
出

等
を

書
面

で
行

っ
て

い
る

。

*
3

　
契

約
書

，
設

計
図

書
等

を
理

解
し

，
現

場
に

反
映

し
て

工
事

を
行

っ
て

い
る

。

*
4

　
設

計
図

書
の

照
査

を
行

っ
て

い
る

。
上

記
に

該
当

す
れ

ば
　

⇒
　

ｄ

*
5

　
主

任
（監

理
）技

術
者

と
し

て
技

術
的

判
断

に
優

れ
，

良
好

な
施

工
に

努
め

て
い

る
。

*
6

　
書

類
及

び
資

料
が

適
切

に
整

理
さ

れ
て

い
る

。

*
7

　
作

業
環

境
，

気
象

，
地

質
条

件
等

の
把

握
及

び
対

応
に

努
め

て
い

る
。

　
指

示
の

不
履

行
　

⇒
　

ｅ

*
8

　
施

工
体

制
，

施
工

状
況

を
把

握
し

，
下

請
け

を
含

み
部

下
等

に
よ

く
指

導
し

て
い

る
。

*
9

　
施

工
等

に
伴

う
創

意
工

夫
又

は
提

案
を

も
っ

て
工

事
を

進
め

て
い

る
。

上
記

に
該

当
す

れ
ば

　
⇒

　
e

10
　

専
門

技
術

者
を

，
選

任
し

配
置

し
て

い
る

。
（
建

築
一

式
工

事
を

施
工

す
る

場
合

に
お

い
て

，
一

式
工

事
の

内
容

で
あ

る
他

の
建

設
工

事

（
専

門
工

事
）を

自
ら

施
工

す
る

と
き

は
，

当
該

専
門

工
事

に
関

し
資

格
を

有
す

る
者

を
置

く
も

の
と

す
る

。
（
専

門
工

事
の

請
負

代
金

額
が

5
00

万
円

未
満

は
不

要
。

）
な

お
，

主
任

技
術

者
が

当
該

専
門

工
事

の
資

格
を

有
し

て
い

れ
ば

，
専

門
技

術
者

を
兼

ね
る

こ
と

が
で

き
る

。
）

*
11

　
作

業
主

任
者

を
，

選
任

し
配

置
し

て
い

る
。

（
作

業
主

任
者

を
専

任
す

べ
き

作
業

は
，

労
働

安
全

衛
生

法
施

行
令

第
６

条
に

よ
る

。
）

*
12

　
「施

工
プ

ロ
セ

ス
」チ

ェ
ッ

ク
で

指
摘

事
項

が
無

か
っ

た
。

ま
た

は
指

摘
事

項
に

対
す

る
改

善
が

速
や

か
に

実
施

さ
れ

た
。

13
　

そ
の

他
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

0
／

11

d

(Ⅰ
．

施
工

体
制

一
般

)
(Ⅱ

．
配

置
技

術
者

)

該
当

項
目

が
90

%以
上

　
　

　
　

　
⇒

 a
①

　
当

該
「評

価
対

象
項

目
の

う
ち

，
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

該
当

項
目

が
80

%以
上

　
　

　
　

　
⇒

 ｂ
該

当
項

目
が

80
%以

上
90

%未
満

　
　

　
　⇒

 ｂ
②

　
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
，

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
，

比
率

（%
）計

算
の

値
で

評
価

す
る

該
当

項
目

が
60

%以
上

80
％

未
満

　
　

　
⇒

 ｃ
該

当
項

目
が

60
%以

上
80

％
未

満
　

　
　

⇒
 ｃ

③
　

評
価

値
（　

%）
＝

（　
　

）評
価

数
×

10
0/

（　
　

）対
象

評
価

項
目

数

該
当

項
目

が
60

%未
満

　
　

　
　

　
⇒

 ｄ
該

当
項

目
が

60
%未

満
　

　
　

　
　

⇒
 ｄ

④
　

な
お

，
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
2項

目
以

下
の

場
合

は
，

全
て

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

施
工

体
制

が
不

備
で

あ
る

技
術

者
が

適
切

に
配

置
さ

れ
て

い
る

技
術

者
が

ほ
ぼ

適
切

に
配

置
さ

れ
て

い
る

他
の

事
項

に
該

当
し

な
い

技
術

者
の

配
置

が
や

や
不

備
で

あ
る

施
工

体
制

が
や

や
不

備
で

あ
る

施
工

体
制

が
適

切
で

あ
る

他
の

事
項

に
該

当
し

な
い

0%

技
術

者
の

配
置

が
不

備
で

あ
る

　
建

設
業

退
職

金
共

済
制

度
（建

退
共

）の
趣

旨
を

下
請

業
者

等
に

説
明

す
る

と
と

も
に

，
証

紙
の

購
入

が
適

切
に

行
わ

れ
，

配
布

が
受

け
払

い
簿

等
に

よ
り

把
握

さ
れ

て
い

る
。

（建
退

共
制

度
の

対
象

労
働

者
を

雇
用

し
て

い
る

工
事

に
適

用
）

　
「施

工
プ

ロ
セ

ス
」チ

ェ
ッ

ク
で

指
摘

事
項

が
無

か
っ

た
。

ま
た

は
指

摘
事

項
に

対
す

る
改

善
が

速
や

か
に

実
施

さ
れ

た
。

  
現

場
代

理
人

等
の

技
術

者
配

置
の

不
備

に
よ

り
，

監
督

職
員

か
ら

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

工
 事

 成
 績

 採
 点

 の
 考

 査
 項

 目
 別

 採
 点

 表
　

　
　

（第
一

次
評

定
者

）　
建

築
・建

築
設

備
・設

備
工

事
共

通
［記

入
方

法
］　

評
価

対
象

と
す

る
場

合
は

，
左

に
*印

を
記

入
し

，
評

価
す

る
場

合
は

右
に

*印
を

記
入

す
る

。

考
査

項
目

細
　

　
別

ｂ
ｃ

ｄ
ｅ

ａ

１
．

施
工

体
制

Ⅰ
．

施
工

体
制

一
般

d

Ⅱ
．

配
置

技
術

者
現

場
代

理
人

等

d

0%
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